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地区計画策定にあたって

１８
いちはち

ネットワーク 会長 梅木 隆 

令和４年度より余目第一公民館は余目第一まちづくりセンターに名称変更と
なり、住民主体の地域活動の拠点になって２年が過ぎようとしております。この
間、施設の管理、運営は庄内町から指定管理者の指定を受けた、地域運営組織の
１８ネットワークが行っており、現在は「令和５年度１８ネットワーク経営計画」
に基づき、経営方針並びに重点目標を掲げて活動しているところであります。 

今般、令和６年度から５年間の地区計画の策定（地域ビジョンづくり）にあた
っては、理事会の構成員で組織する「余目第一学区地区計画策定委員会」を設置
するとともに、実際に計画作りの作業を進める組織としては、各部会の役員やま
ちづくり推進員で構成する「余目第一学区地区計画検討委員会」が主体となって
進めてきました。この地区計画は、第一学区の住民が学区内に住み続けるために
何が必要で何が課題かを把握して、地域づくりの将来像や基本目標を定めるた
めに策定するものであり、１８ネットワークの今後の事業運営の指針となるも
のであります。 

当初より、東北公益文科大学の武田真理子先生や地域共創コーディネーター
の皆さんのご指導、ご協力をいただきながら検討を重ねてきましたが、令和４年
度から年度を越えての作業は、ここにようやく完成の運びとなりました。 

ここまでには、幾度かのワークショップの開催や先進地の視察をはじめ、各世
代へのアンケート調査や全 18 集落を訪問しての説明会を行うなどして、学区住
民の皆さんから数多くのご意見、ご要望をいただきました。その全てについてお
応えすることは叶いませんが、今後は皆さんからのご意見を参考に運営に努め
ていくとともに、「参画と協働」のまちづくりを進めることによって地域の活性
化を図っていく所存であります。 

ここに冊子の完成にあたり、策定にご尽力をいただいた関係者の皆さんはじ
め、貴重なご意見をいただいた地域の皆さんに感謝を申し上げますとともに、今
後とも１８ネットワークによる地域づくりにご協力、ご支援を賜りますようお
願い申し上げます。 
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はじめに

○ 余目第一学区の概要 

余目第一学区は、庄内町余目エリアの南西部に位置
し、集落数 18、人口約 4,300 人、世帯数約 1,600 戸で、
庄内平野の美田と鳥海山や月山を一望できる自然豊か
な風光明媚な地域です。また、少子高齢化で年々人口
が減少しているものの、庄内町役場や警察署、響ホー
ルなどの公共施設があり、また生活に必要な施設や商
店も整っていることから、暮らしやすい地域です。

今後、少子高齢化社会の進展とともに、高齢者世帯
の増加による除雪や買い物の問題、高齢者のコミュニ
ティの縮小や少子化による民俗芸能伝承の後継者不足、
また空き家対策や自治会役員のなり手不足等々多様な
課題が顕著になってくると考えられます。

これらをふまえて、令和３年 11 月３日、余目第一学区 18 集落に住む人々の交流や連携を図り
ながら、多様な課題等の解決に自らの知恵と力で取り組む地域運営組織として「１８ネットワー
ク」を設立し、いつまでもこの地域に住みたいと思える“まちづくり活動”を推進しています。 

○ 余目第一学区の課題及び今後の 

活動に必要と思われる事項 

今回の地域ビジョン策定に際し、集
落調査やアンケート調査、またワーク
ショップ等様々な方法・場面で第一学
区の住民の方々からご意見をいただき
ました。

その中から、課題と思われる事項や 
今後の活動に必要と思われる事項を抽
出した内容は次のとおりです。これら
をふまえて、地域ビジョンの策定に当
たりました。 

課題と思われる事項

集落調査か
ら見える
課題

・一人暮らし等の高齢者世帯増加に対応した地域の支援
・自治会役員等のなり手不足と自治会活動に対する無関心化
・集落内の若者組織の消滅による、交流の希薄化の進行
・集落内施設（公民館、神社、公園遊具等）の老朽化に伴う、維持費負担の増
・子どもの数の減少による地域の伝統行事の継承方策
・自然災害（大雨・地震等）発生時の対応（内水被害も含めて）

組織運営の
課題

・現事務局３名体制で実施可能な事業内容及び事業実施方法への見直し
・各部会が主体的に事業を進めていくための担い手の育成 
・町の交付金以外の他の活用可能な助成金の調達等、将来的な法人化を見据えた

独自の活動資金の確保
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各種アンケ
ート調査等
から見える
課題

・重要性を感じている除雪の支援、地域づくりの担い手育成、移動支援活動、子
育て相談の場等について、満足度が低い

・全体の８割近い人が今後も学区内に住みたい意向を示しているが、老後の冬場
の生活環境（除雪等）や買い物、移動手段の面などで不安を持つ人がいる

・地域の活力を高めるためには、若者の定住促進や若年層の地域参画、祭りや運
動会などのイベント開催を挙げる人が比較的多い

・学区内の道路環境の改善や学童保育の場所が遠くて古いこと、また小学校周り
の駐車場が少ない等、子どもに関係する施設等の改善の意見が多い

・公園や子供たちが集まれる場所、学習できる場やスタディカフェなどの設置を
求める人がいる

ワークショ
ップの内容
から見える
課題

・公共交通の便が悪いことと高齢者の移動手段 
・高齢者一人世帯の除雪 
・自治会役員等のなり手不足と事業参加者の固定化や高齢化
・近所付き合いの希薄化 
・世代間交流の機会の減少 
・空き家の増加

今後の活動に必要と思われること

人口減少対
策 

・空き家の利活用
・他学区地区との若者交流事業の創出
・子供たちの記憶に残るイベント等の開催
・地域の良さを認識できる事業の実施（スタンプラリー、ざっこしめ等）による

関係人口の拡大

高齢者・生
活支援対策

・買い物弱者への移動支援
・除雪への支援
・健康寿命の延伸に向けた取組み

子育て支援
対策

・学童保育及び放課後子ども教室の充実（ハード・ソフトともに）
・子育てに関する相談の場の整備
・子ども達の学習支援の場の提供

環 境 保 全

・環境美化活動を通したきれいなまちづくり
・コキアを活用したまちづくり
・放置空き家、空き地対策
・メダカ保護活動の発信等

産業・観光
・学区内産品等の販売の場の提供（軽トラ朝市、フリーマーケット等）
・インバウンドを呼び込む方策
・学区内の観光資源を活用した交流人口の拡大

組 織 運 営
・自治会と連携した担い手の育成
・多様な活動資金の確保 
・学区内企業との連携

自治会運営

・女性の参画の促進及び世代間交流の充実
・多様性を尊重した活動 
・集落や地区の防災対応力の向上
・伝統芸能の伝承対策

そ の 他 ・地元を学ぶ住民大学の開設
・視聴覚室を利用したＰＶ（パブリックビューイング）の実施
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施
し

ま
す

⑶
体

験
学

習
を

通
し

て
技

術
の

継
承

を
図

り
ま

す

実
施

３
.
世

代
を

越
え

た
交

流
学

び
の

場
　

　
を

つ
く

り
ま

す
⑴

生
き

が
い

を
持

ち
続

け
ら

れ
る

学
び

の
場

を
提

供
し

ま
す

⑷
放

課
後

や
夏

休
み

等
に

お
け

る
子

ど
も

の
　

　
居

場
所

の
利

便
性

向
上

に
努

め
ま

す

２
．
地

域
に

愛
着

を
も

つ
若

者
を

育
　

　
て

る
活

動
を

し
ま

す
続

継
）

掲
再（

会
大

ク
レ

流
交

８
１

①
す

ま
し

を
り

く
づ

ト
ン

ベ
イ

る
残

に
で

い
も

お
⑴ ⑵

 地
域

の
良

さ
を

認
識

で
き

る
事

業
を

つ
く

り
　

　
ま

す
討

検
り

巡
等

所
名

町
内

庄
①

⑵
 学

び
・遊

べ
る

場
を

つ
く

り
ま

す

⑶
 大

人
も

子
ど

も
も

助
け

あ
う

地
域

づ
く

り
を

し
ま

す

１
．
子

ど
も

が
の

び
の

び
と

育
つ

環
 境

づ
く

り
を

し
ま

す
続

継
動

運
つ

さ
い

あ
①

す
ま

し
進

推
で

な
ん

み
を

動
運

つ
さ

い
あ

⑴

行
動

計
画

業
事

的
体

具
容

内
動

活
柱

の
動

活
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Ｒ
６

Ｒ
７

Ｒ
８

Ｒ
９

R
１
０

①
 １

８
交

流
レ

ク
大

会
継

続

②
 １

８
マ

ル
シ

ェ
継

続

③
 も

ち
つ

き
（他

事
業

と
組

み
合

わ
せ

て
）

検
討

実
施

④
 花

火
大

会
検

討
実

施

⑤
 田

ん
ぼ

ア
ー

ト
検

討
実

施

①
 グ

ラ
ウ

ン
ド

ゴ
ル

フ
大

会
継

続

②
 ゴ

ル
フ

コ
ン

ペ
継

続

③
 芸

術
祭

継
続

④
 モ

ル
ッ

ク
等

の
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

大
会

検
討

実
施

①
 広

報
誌

「１
８

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

通
信

」発
行

継
続

②
 ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
・L

IN
E

・イ
ン

ス
タ

等
で

の
事

業
等

発
信

継
続

③
 部

落
公

民
館

運
営

研
究

集
会

継
続

①
 １

８
マ

ル
シ

ェ
（再

掲
）

継
続

②
 直

売
市

場
（朝

市
等

）
検

討
実

施

①
 ゴ

ル
フ

コ
ン

ペ
（再

掲
）

継
続

②
 企

業
・組

織
等

見
学

会
検

討
実

施

具
体

的
事

業

３
．
地

域
の

情
報

収
集

と
発

信
で

活
　
　
動

へ
の

参
加

を
促

し
ま

す
⑴

 広
報

・S
N

S
等

で
、
地

域
及

び
各

集
落

公
民

館
　
　
の

情
報

収
集

と
発

信
を

積
極

的
に

行
い

ま
す

【
住
民
交
流
分
野
】
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標
 
：
 
笑
顔
で
ふ
れ
あ
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み
ん
な
で
和
に
な
る
１
８
ネ
ッ
ト

１
．
み

ん
な

が
い

き
い

き
と

集
い

出
　

 会
え

る
交

流
の

場
を

つ
く

り
ま

す
⑴

 子
供

か
ら

高
齢

者
ま

で
気

軽
に

交
流

で
き

る
　

　
場

を
つ

く
り

ま
す

２
．
趣

味
を

生
か

し
た

交
流

の
場

を
　
　
つ

く
り

ま
す

⑴
 世

代
を

越
え

て
集

え
る

共
通

の
趣

味
の

場
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つ

く
り

ま
す

行
動

計
画

４
．
地

域
住

民
と

学
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内
企

業
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織

等
と

の
交

流
を

促
し

ま
す

⑴
 地

元
産
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販
売

の
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を
提
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し

ま
す

⑵
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民
と
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業

・組
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等
が
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流

で
き

る
事

業
に

　
　

取
り

組
み

ま
す

活
動

の
柱

活
動

内
容
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「１８
いちはち

ビジョン 2028」策定の取組み

〈策定組織〉 

・余⽬第⼀学区地区計画策定委員会（委員⻑：１８ネットワーク会⻑） 
    委員：理事会構成員 計 16 名 

※地区計画案及び策定に関し必要な事項を審議する組織 
    開催回数 ５回 
 ・余⽬第⼀学区地区計画検討委員会（委員⻑：１８ネットワーク副会⻑） 
    委員：会⻑、副会⻑、部会⻑及び副部会⻑、まちづくり推進員 
       庄内町職員、庄内町社会福祉協議会職員 計 25 名 

※資料収集、地区計画案の策定、その他必要な作業を⾏う組織 
    開催回数 ４回 
 ・１８ネットワーク各部会開催 
    分野毎の⽬標〜⾏動計画までの検討 
    開催回数 ２回 

〈アンケート調査〉 

・まちづくり住⺠アンケート調査（令和４年５⽉〜６⽉：庄内町実施） 
    対象者：１５歳以上の余⽬第⼀学区在住者 
    結果説明会：第⼀学区全 18 集落で実施（令和４年 10 ⽉〜11 ⽉） 
 ・第⼀学区の明⽇を創るアンケート調査（令和５年２⽉：１８ネットワーク実施） 
    対象者：余⽬第⼀⼩学校保護者及び第⼀学区在住余⽬中学⽣ 

〈先進地視察〉 

・⾈形町「堀内元気安⼼ふれあい協議会（通称：ハマグリの⾙）」（令和４年 10 ⽉） 
 ・鶴岡市「藤島地区⾃治振興会」（令和４年 11 ⽉） 

〈ワークショップ・グループワーク〉 

・住⺠ワークショップ：「余⽬第⼀学区の明⽇をつくる語り合い」開催（令和４年 12 ⽉） 
 ・検討委員会及び各部会で実施 

〈住民意見聴取〉 

・令和５年 10 ⽉余⽬第⼀学区まちづくり計画「１８ビジョン 2028」（案）を学区内に全⼾配付
し意⾒聴取（８件の意⾒が提出され、その取扱いは理事会で協議） 

〈最終決定〉 

・令和５年 10 ⽉ 23 ⽇１８ネットワーク理事会において、住⺠意⾒を⼀部取り⼊れた「１８ビジ
ョン 2028」最終案を第⼀学区地区計画として承認 

・計画の名称は、検討委員会の案として提出された「１８ビジョン 2028」と決定 
※ 「2028」は、ビジョン⽬標年の令和 10 年の⻄暦 

〈策定事業実施〉 

 ・令和５年 11 ⽉５⽇「１８ビジョン 2028」の策定作業が完了する機会に、住⺠から事業要望の
多かった「第⼀学区集落めぐり＆いも煮会」を実施 
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期　日 内　　　容
R4.5.16
  ～6.30

まちづくり住民アンケート実施
　余目第一学区対象者数 3,846人　回答者 1,126人　回収率 29.3％

R4.6.17 地域計画策定に係る伴走支援についての依頼及び打合せ　会長外４名で訪問
　東北公益文科大学大学院 公益学研究科長　武田真理子教授へ依頼

R4.7.29 第１回余目第一学区地区計画策定委員会開催

R4.8.4 地区計画策定全般について伴走支援者打合せ

R4.9.2 検討委員会の進め方について伴走支援者打合せ

R4.9.10 第１回余目第一学区地区計画検討委員会開催

R4.10.14
 ～11.12

まちづくり住民アンケート調査結果説明会開催
　余目第一学区の全18集落で実施　参加者計 143名

R4.10.20 先進地視察（１８ネットワーク会長外３名）
　舟形町堀内地区地域運営組織「堀内元気安心ふれあい協議会（通称：ハマグリの貝）」

R4.11.11 住民ワークショップ「余目第一学区の明日をつくる語り合い」の進め方について
　伴走支援者打合せ

R4.11.26 先進地視察（策定委員会委員・検討委員会委員・事務局の計13名参加）
　鶴岡市藤島地域広域コミュニティ組織「藤島地区自治振興会」

R4.11.27 住民ワークショップ「余目第一学区の明日をつくる語り合い」伴走支援者打合せ

R4.12.11 住民ワークショップ「余目第一学区の明日をつくる語り合い」開催

R5.2,6
 ～2.17

「第一学区の明日を創るアンケート」実施
　対象者：余目第一小学校保護者　　対象者162名　回答者90名　回収率55.6％　
　　　　　　第一学区在住余目中学生　対象者124名　回答者81名　回収率65.3％

R5.3.2 検討委員会の進め方について伴走支援者打合せ

R5.3.12 第２回余目第一学区地区計画検討委員会開催

R5.3.22 第２回余目第一学区地区計画策定委員会開催

R5.4.14 第３回余目第一学区地区計画策定委員会開催

R5.4.30 令和５年度１８ネットワーク通常総会

R5.6.9 第４回余目第一学区地区計画策定委員会開催

R5.6.16
 ～6.26

１８ネットワーク各部会開催
・地区計画の各分野別の目標・施策の柱（活動の柱）・行動領域（活動内容）の検討

R5.7.27 第３回余目第一学区地区計画検討委員会開催

R5.8.21
 ～9.1

１８ネットワーク各部会開催
・地区計画の各分野の事業検討及び５ヶ年間の行動計画検討

R5.9.25 第４回余目第一学区地区計画検討委員会開催
R5.9.29
～10.13 地区計画原案についての住民意見聴取。

R5.10.23 第３回理事会及び第５回余目第一学区地区計画策定委員会開催
　（余目第一学区まちづくり計画「１８ビジョン2028」の決定）

R5.11.5 余目第一学区地区計画策定事業「第一学区集落めぐり＆いも煮会」開催

「１
いちはち

８ビジョン2028」 策定の歩み
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